
ISSN 0912-6724 

Newsletter 
 

JAPA N SOCI E TY OF ED UCATI ON AL I NFORM ATI ON  

日 本 教 育 情 報 学 会     NO.１９１  ２０２４ .１０ .１  
 

････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  

〒582-8582 大阪府柏原市旭ケ丘 4 丁目 698−1  

大阪教育大学  理数情報教育系  次世代教育部門  若杉研究室  
 E-mail： jsei@jsei.jp    HP：http://jsei.jp/home/  
････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 第４０回定時総会報告 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

 

 

2024 年 8 月 24 日（土）青山学院大学にて、日本教育情報学会第 40 回定時総会（オン

ライン形式併用）が開催されました。  

正会員 479 名のうち 223 名の出席があり（委任状による出席者 146 名を含む）、定款 27

条により総会は成立し、安達一寿会長を議長として総会を開会いたしました。  

 

 

【提案された議案】  （Newsletter No.190 をご参照ください。）  

  第 1 号議案  2023 年度事業報告及び収支決算の件  

  第 2 号議案  2024 年度事業計画及び予算案の件  

 

 第 1 号議案は、原案通り承認されました。  

 第 2 号議案は、原案通り承認されました。  

 

 

 

＊＊＊＊＊＊  日本教育情報学会第 40 回年会開催報告  ＊＊＊＊＊＊  

 

第 40 回年会実行委員会委員長  

野末  俊比古（青山学院大学）  

 

 

第 40 回年会は 2024 年 8 月 24 日（土）・ 25 日（日）、青山学院大学青山キャンパス（東

京都渋谷区）にて開催されました。「AI/DX 時代の教育情報学を考える  —「近未来」の学

びの姿とその本質—」というテーマのもと、テクノロジーの進展が教育に大きな影響をも



たらすなかで、学びの本質に立ち返りつつ、「近未来」の姿を追究することができました。  

課題研究・一般研究については、あわせて 147 件の発表がありました（辞退・欠席を含

む）。最大 8 の同時（並行）開催となった各セッションでは、本学会らしい多様な内容・

観点の発表があり、活発な討論が展開されました。  

基調講演では、杉本卓先生（青山学院大学副学長）から「教育と情報をめぐる『これ

までと『これから』」と題して、「教育と情報」をめぐる動向と展望が提示されました。つ

づくシンポジウムは、「『近未来』の学びの姿を探る  —AI/DX 時代の教育情報学—」をテー

マに掲げて、齋藤陽子研究委員会委員長（副会長・岐阜女子大学）のコーディネートによ

り進められました。安達一寿会長（十文字学園女子大学）から、基調講演を受けつつ、本

学会の役割が提示されました。各研究会代表者によるディスカッションでは、役割の推進

にあたって、具体的な研究課題をめぐって意見が交わされました。  

施設見学会（青学つくまなラボ）や懇親会もたいへん盛況でした。なお、研究発表の

詳細は『論文集』を、基調講演・シンポジウムの詳細は『教育研究』に掲載予定の記録を

ご覧ください。  

今回の年会には 190 名の皆さまにご参加いただきました。ありがとうございました。ま

た、 16 の企業さまからご協賛をいただきました。ありがとうございました。東京都教育

委員会、渋谷区教育委員会にはご後援をいただきました。青山学院大学には会場提供、同

大学教育人間科学研究所には共催・助成をいただきました。杉本先生には基調講演をお引

き受けいただきました。ありがとうございました。  

シンポジウムにおいては、安達会長、各研究会の先生方にご登壇を、齋藤副会長にコ

ーディネートをお願いいたしました。ありがとうございました。第 40 回という節目と研

究会のリニューアルを契機として、「次の 10 年」における課題に対して学会を挙げて取り

組む姿勢が提示できたと受け止めています。  

年会実行委員会の先生方には多大なご尽力、ご協力をいただきました。ありがとうご

ざいました。年会企画委員会の先生方には、ウェブページの運営、発表・参加・原稿など

の受領・確認、予算の管理、論文集（本冊）の編集・刊行、当日の受付など、多岐にわた

って実務をご担当いただきました。ありがとうございました。  

運営にあたって多々、不手際があったかと思いますが、実行委員長である私の責に帰

するものです。今回の経験を来年度の年会につないでいきたいと考えています。年会につ

いてお気づきの点は、何なりとお知らせくださいませ。お礼とお願いの言葉を添えて、年

会の開催報告とさせていただきます。  

 

  



 

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  お 知 ら せ  ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

 

◆年会費納入のお願い  

2024 年度・過年度年会費について、納入がお済みでない方には、順次メール連絡、自

宅・勤務先に電話連絡、登録されています住所へ郵送連絡をしております。至急、ご

確認していただき、お手続をお願いいたします。  

お支払いいただいた際の振込金受領書は大切に保管してください。その他、会費お

支払い等についてご不明な点のある方は、事務局までお問い合わせください。  

 

◆「教育情報研究」投稿募集  

日本教育情報学会では年間 3 回の機関誌「教育情報研究」を刊行しております。  

掲載内容は教育情報に関する原著論文をはじめ下記の論文を掲載しています。会員は

自由に投稿ができます。投稿方法等詳細については学会 HP をご参照ください。  

 

 〇論説・解説   〇論文   〇実践論文   〇研究報告   〇その他  

 

◆ご登録の住所・勤務先等の変更について  

  ご自宅や所属先の住所等に変更がある場合は、学会 HP 内のお問合せ＞会員登録情報

変更より変更手続きを必ず行ってください。  

 

 

 

日本教育情報学会「第 41 回年会」開催 

会  場 ：  京都ノートルダム女子大学  

 

開催日 ：  2025 年 8 月 30 日・31 日  

 ※詳細は次号掲載予定  


